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（論文内容の要旨） 
 
はじめに－研究の目的 
 「風景を成す場としての環境芸術」とは、「環境芸術は風景を成すのか」ということである。本論文を
ひとことで表せば「環境芸術とはなにか」を考察したものとなるであろう。これは環境芸術の範囲を規
定するものではなく、任意の作品による空間を環境芸術として捉えるときの見方および論拠、そして環
境芸術の解釈におけるあらたな思考範囲を示すものである。つまり、本研究は「環境芸術についての理
想は、あらたな風景となること」を暗示していくことになる。 
 
研究の背景 
 これまで、風景論を基礎に空間をとらえる試みについて、さまざまな研究者が論じてきた。樋口忠彦、
中村良夫は、景観学的視点から人間の視覚や動きの中での風景の捉えやすさや見え方の定式化をおこな
った。ジェイムズ・ギブソンの理論が、視覚認知の分野からこれらの概念に多大な影響を及ぼしている
ことは言うまでもない。オギュスタン・ベルクは、風土論的立場から日本の風景に関して論じている。
ジェイ・アプルトンは、「眺望―隠れ場理論」と名づけ、人が風景を捉え、それを美しいと感じさせる場
の条件とは、生命の保障される環境であるとした。 
 環境芸術に関しては、その起源を示した中原佑介の著述、また、その他ランド・アートを中心に作品
を捉えた論考がみられる。「脱建築」と称して、建築と環境芸術に共通する空間性に焦点をあてたジェイ
ムズ・ワインズの論もあげる必要があるだろう。 
 一方で、環境芸術と風景、お互いの連続性や依存性が認められながらも、それらの空間の特質につい
て、双方の関連のなかでの考察が十分におこなわれてきたとは言い難い。さらに環境芸術が成す風景、
その基となる空間構造を類型化して捉える試みはほとんどなされていない。環境芸術の再定義を風景と
の関係のなかで試みることは、広くアートの意味の拡大と、あらたな空間創造の可能性の示唆へとつな
がるものと考えられる。 
 
研究の新規性 
 本論文は、風景論とは一線を画す。環境芸術の空間性について風景との関係を通じて論考をすすめる。
「風景を成す場」、「あらたな風景を生成する場」としての環境芸術の空間の特質を明らかにするもので
ある。①環境芸術と風景の解釈の明示、②風景を成す、または捉える場の空間分析、③実践・検証を通
した空間構造の類型化、そしてこの論考を通じて「環境芸術とはなにか」についてあらたな示唆を与え
  
ようとするところに独自性と新規性がある。 
 
風景の定義 
 「風景」の言葉のもつ意味としてゲオルク・ジンメルは、「風景が産出されるところの独特の精神的過
程」という表現を用い、風景とは見る者による個性を持つもので、心や生命の躍動全体と連携を保つと
指摘している。木村伸夫は、「風景」と「景観」の違いを、「客観性の極に景観を、主観性の極に風景を
配置することによって、風景経験に具わる認識論的秩序を、具体的に定式化することができる」として
いる。また、アラン・コルバンは、われわれが「置かれた状況に応じて空間を解釈する。ゆえに風景は
本来的に多元的である」と述べている。風景には「心象風景」「原風景」という言葉に代表されるように、
眼前にある存在を示すだけでなく、人の経験や印象にもとづき形成される個人の創造、意味の生成をあ
らわすことも否めない。ゆえに風景とは、見る側によりつくられると捉えることができる。 
 
本論の構成－考察のプロセス 
 第Ⅰ部では、「場所」と「行為」の二つの観点から捉え、環境芸術の起源と概念について述べる。まず、
アプルトンによる生息地理論を通じて、風景を捉える眺望と美学の連関について触れる。さらに、1960
年代に萌芽を見ることのできる、環境芸術の起源と定義、および芸術界での「環境」概念の定着までの
流れを示す。 
 第Ⅱ部では、「場所から導かれる環境芸術」、「大地を成す環境芸術」、「行為から導かれる環境芸術」と
いう大きな類型から空間分析をはじめる。まず、小建築ならびに屋外彫刻から風景を捉える手法につい
て述べる。ここでは、造形作品による風景の見せ方に関する手法を類型化し考察する。次に、風景と化
し崇高な美をともなう空間構造について、ランド・アートを再考し、加えて、環境芸術作品が意味生成
の場となるという視点について、実例作品を通じた考察をおこなう。さらに、「場所と行為のゆらぎ」と
題し、両者の間でゆらぐ空間性について、日本人の風景観と枯山水の空間を通じた考察、および「潜在
的構造」と題し、土着的・自然発生的風景をあげながら論を進める。 
 第Ⅲ部では、「環境芸術の空間構造の考察」として環境芸術作品の類型を示すことを試みる。また、風
景を捉える手法、ならびに意味生成の場、および場所と行為の狭間でゆらぐ空間の実践検証として、筆
者の作品実践を通じた検証と考察を行う。 
 第Ⅳ部では、「風景を成す場へ」と題して環境芸術の三つの諸相についてまとめ、終章では作品のモデ
ル提示を試みる。ゆらぎの空間を制作するための指標、ならびに連関を示すことにも繋げていく。これ
らの考察を通じて環境芸術の再定義をおこない、あらたな示唆を与えることを試みる。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 「風景を成す場としての環境芸術－その空間構造」と題する山田良の論文は、すでに研究者としても
職業的なデザイナー、美術家としても活躍している山田自身の景観学研究とランドスケープ設計の実践
が土台を成している。 
 大きくいって景観研究には二つの潮流あるいは軸があると言える。一つは日本で言えば和辻哲郎の風
土論に代表される風景をめぐる精神論、美意識、認知学の探究である。この面では西欧ではギブソン、
コルバン、ベルク、アプルトンなどの業績が挙げられる。もう一つの潮流は生態学的な観点から、環境
として風景や自然環境を捉える立場で、ルドフスキー、ハルプリンなどの業績が大きい。都市や自然環
境における人工的な造成の一環としてのランドスケープ・デザインの重要性は二十世紀後半からますま
す拡大している。また近年ではそれに加え、より創造的な試みとして環境芸術（ランドアート）の表現
的な作品（スミッソン、ハイザー、ロング、クリストなど）が派生している。 
  
 山田は上記の歴史と理論を広く検証し、その上で、山田独自の視点から、環境と人間、換言すれば、
物理と心理のキャッチボールの現代的かつ固有の創造性を持つ試みを多数紹介し、よりビビッドな現状
精査を行った。ここに、単なる職業的な設計者に留まらず、あえて美術の世界に飛び込んだ山田の真骨
頂が表れている。さらに彼は、みずからの設計者として、また、創造者としての作品制作行為を省みて、
その位置づけを通して先行研究と先達の営為に新たな厚みと浸透性を加えた。とりわけ山田が北欧なら
びに北海道という厳寒の地、北方気候の中において研究と制作実践を重ねてきたことが、希有な自然的、
認知学的な特色を本論文に付与している。 
 もう一点、本論文で特筆すべきは、その端正な整理手法である。基礎的情報としての地勢ならびに認
知科学的なデータを多用していることもさることながら、山田が独自に作成した図表類は広く汎用性が
あり、論文の公共的貢献度を高めている。（例：環境芸術の大地・場所・行為・揺らぎ・風景への類型分
析） 
 工学的な営為として出発したランドスケープ研究・制作を土台として創造性と知覚への眼差しを獲得
した点で、本論文は美術分野の成果として存分の評価に値する。その象徴的な言葉が山田自身が採用し
た「佇む」というものであり、存在する静物の内部に浸透する眼差しが明確に示されている。対象物、
物体を作り、眺めるという行為に加えて、皮膜で隔てられた存在の間を行き来する観点と姿勢こそ、現
代の美術、芸術に求められていることを考慮し、その意味での本論文の思想的な貢献度を高く評価する。 
 以上を総合的に判断し、本論文を博士論文として評価し、合格とした。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 本作品は、「環境芸術は風景を成すのか」というテーマのもとに「環境芸術論」を博士論文とした山田
良が、本学大石膏室という特殊な空間をその制作の対象にした作品である。山田は、中２階ピロティを
主な作品空間にしたが、特にピロティと石膏室の空間をしきる手すりに着目した。手すりは鉄製の白く
ペイントされた帯板が使用されたものであるが、予め規則的に空いていた穴を使う。手すりを中心にピ
ロティと石膏室空間にシンメトリーにアルミパイプと半透明な白い繊維を用いて、箱状の空間を連続さ
せた。箱状の柔らかな空間は、軽やかに光を溜め込み複雑に変化させる。また凸凹な形状は、鑑賞者の
動きをジグザグに作品にそって制御する。ピロティの空間で観賞すれば、白い雪の塊のようであり、石
膏室１階から観賞すれば、ピロティ空間に設置した白く揺らぐ氷壁のようなレリーフ状の作品である。 
 山田が論文中に繰り返し述べているが、作品空間が見る者の動きをアフォードし、また見るものが加
わる事によって、成立する作品風景とも言えよう。コンクリート空間に取り付けられたただの手すりが、
そこに山田の操作が加わる事により、環境が劇的に変化し新たな風景が表出する。論文中に分類された
環境芸術の呼び方で言えば、「場所から導かれる環境芸術」であり、「行為から導かれる環境芸術」の範
疇になるのであろうが、自らの論文を実証するとともに博士課程の成果に相応しい優秀な作品となった。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 山田は、本論文において環境芸術の理想は新たな風景となることを仮説に、景観研究から現代美術ま
で風景と環境芸術をめぐる広範な先行研究を精査し、極めて明晰に論述しながら、環境芸術と風景の解
釈を明示するとともに、風景を成す、または捉える場の空間分析、実践的検証を通した空間構造の類型
化、環境芸術の諸相とモデル提示によって実践者の独自の視座を示し、風景を成す場としての環境芸術
の在り方を具体的に追究している。 
 現象学的に建築設計を学び、設計と建築誌編集の実績を土台に美術における研鑽を重ねてきた山田は、
環境と人間、物質と心理の二元的世界の間を行き来する先行研究と実践事例を多数紹介しながら自らの
  
作品を位置づけるにあたり、新たな厚みと浸透性をもたせ、現代の美術、芸術に求められる皮膜で隔て
られた存在に浸透し、存在間を行き来する眼差しを獲得した知覚の観点と姿勢を「佇まい」という言葉
で象徴的に示した思想的貢献度を高く評価すると共に、その創造性はデータや独自の図形や表をもちい
て提示する論文のデザインにおいても如何なく発揮されており、公共的貢献度においても高い評価がな
された。 
 山田の実践は、本学における論文の進捗と共に、2009年の札幌芸術の森美術館における半透明の白い
繊維を用いた建築的規模の作品「Vertical Landscape」を契機に大きな進展をみせたが、本作品は大石
膏室の二階ピロティに同様の素材を用いて設置され、柔らかい光のなかで石膏像を見下ろす２階では、
半透明の皮膜の重なりが織りなす空間での光の変化や開口部から解間見る石膏像が移動と共に連続しな
がら変化し、一階からは箱状の白い重なりが手摺に連なる多元的な知覚体験に導き、時間の変化と共に
鑑賞者による新たな意味生成をもたらす作品として高い評価となった。 
 以上のとおり、本論文・作品ともに博士課程に相応しい優秀な成果と認め、総合的に判断し、全員一
致で合格とした。 
 
